
笠
ノ
段

査
輝
久多

門



解
説
山
姥
の
思
想
と
信
仰

笠
ノ
段

笹
ノ
段

月
見
座
頭

シ
テ

（座
頭
）

ア
ド

（上
京
の
男
）

山
姥ユ甲

ン
テ

・
里
女

後
シ
テ

・
山
姥

シ
テ
連

・
遊
女

ワ
キ

・
遊
女
従
者

ワ
キ
連

。
従
者

ワ
キ
連

。
従
者

間
狂
言

・
境
川
の
里
人

大
鼓

小
鼓

笛太
鼓

後
見

友
枝
　
真
也

谷
　
友
矩

工
藤
　
和
哉

大
日
方
　
寛

野
口
　
琢
弘

山
本
　
則
孝

大
倉
　
慶
乃
助

鵜
澤
　
洋
太
郎

一
噌
　
隆
之

林

雄

一
郎

塩
津
　
哲
生

大
島
　
輝
久

狩
野
　
了

一

中
村
　
邦
生

友
枝
　
昭
世

長
島
　
茂

佐
々
木
　
多
門

内
田
　
成
信

友
枝
　
雄
人

金
子
　
敬

一
郎

石
井
　
倫
子

大
島
　
輝
久

佐
々
木
　
多
門

山
本
　
東
次
郎

山
本
　
則
俊

笠

ノ
段

・
笹

ノ
段

案

さ
の
だ
ん
・
さ
さ
の
だ
ι

そ
れ
ぞ
れ
能

コ
戸
刈
」
「百
萬
」
の

一
部
分
を
仕

舞
に
し
た
も
の
で
す
。
笠
、
笹
を
手
に
舞
う
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
遊
狂
的

要
素
が
高
く
、
巧
み
な
言
葉
遣
い
も
聴
き
ど
こ
ろ

で
す
。

月
見
座

頭

６

き
み
ざ
こ
２

八
月
十
五
夜

の
名
月

の
夜
、　
一
人

の
座
頭
が
月

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
虫

の
音
を
楽
し

も
う
と
言

っ
て
、
野
辺
に
出
か
け
ま
す
。
す
る

と
月
見
に
来
た
男
と
出
会

い
、
二
人
は
和
歌
を

詠
み
あ

い
、
謡

い
舞

っ
て
良

い
気
分

の
ま
ま
別

れ
ま
す
が
…
…
。

中
秋
の
名
月
の
下
、
和
歌
や
謡
の
言
葉
に
よ

っ
て

秋
の
風
情
を
表
す
様
子
は
実
に
見
応
え
、
聴
き
応

え

の
あ
る
も

の
で
す
。
ま
た
そ
れ
に
続
く

エ
ン

デ
イ
ン
グ
に
つ
い
て
は
誰
も
が
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

山
姥

↑

ま
ん
じ

山
姥
が
山
廻
り
す
る
曲
舞
を
作

っ
て
都
で
評
判
を

得
た
遊
女
が
善
光
寺

へ
と
詣
で
る
山
中
で
、
真
正

の
山
姥
と
出
会

い
ま
す
。
山
姥
は
遊
女
に
山
姥
の

曲
舞
を
所
望
し
つ
つ
、
そ
し
て
自
ら
の
行
う
深
山

幽
谷
で
の
山
廻
り
を
再
現
し
、
山
姥
の
存
在
を
都

へ
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
言

い
残
し
再
び
山
中

へ
と

姿
を
消
し
て
行
き
ま
す
。
山
姥
の
存
在
、
そ
し
て

山
廻
り
を
す
る
と

い
う
伝
説
を
題
材
に
、
人
間
、

自
然
、
そ
し
て
悟
り
と
は
何
か
と
い
う
、
宇
宙
観
、

宗
教
観
を
問

い
か
け
て
い
る
、
広
大
な
テ
ー
マ
を

持

つ
能
で
す
。
ま
た
後
半
で
の
漢
語
と
和
語
と
織

り
交
ぜ
た
荘
重
な
詩
句
と
緩
急
を
織
り
交
ぜ
た
舞

は
こ
の
曲
独
特
の
緊
張
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石
井
　
倫
子

（い
し
い
　
と
も

じヽ

日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
。
博
士

（文
学
）。
１
９
９
５

年
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
国
語
国
文
学
専

攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門
は
中
世
文
学
、
特
に

文
化
史
的
視
点
か
ら
室
町
時
代
の
能
を
研
究
し
て
い
る
。

著
書
に

『能

・
狂
言
の
基
礎
知
識
』
（角
川
学
芸
出
版
、

２
０
０
９
）
等
。

燦

ノ
会
と
は

「燦
・産
喜
こ

我
々
二
人
は
、
能
楽
喜
多
流
の
同
期
と
し
て

歩
ん
で
お
り
ま
す
。

会
を
立
ち
上
げ
、
と
も
に
目
指
す
も

の
は

今
こ
の
時
に
研
鑽
し
合
い
、
個
々
と
し
て
も
、

会
と
し
て
も
「
燦
」
の
輝
き
を
放

つ
こ
と
。

そ
こ
か
ら
「
産
」
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
。

意
義
あ
る
活
動
の
場
と
す
る
べ
く
冨

こ
の

力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
島

　
輝
久

（
右
）

能
楽
シ
テ
方
喜
多
流
職
分
。
能
楽
協
会
会
員
。
東
京
在
住
。

１
９
７
６
年
、
福
山
生
。
喜
多
流
職
分
大
島
政
允
の
長
男
。

能
大
島
家
五
代
目
。
３
歳
の
と
き
仕
舞
「
狙
々
」
に
て
初
舞

台
。
祖
父
久
見
、
父
に
師
事
、喜
多
流
宗
家
内
弟
子
を
経
て

現
在
、
喜
多
流
職
分
塩
津
哲
生
に
師
事
。
２
０
０
３
年

「狸
々
乱
」
、
２
０
１
０
年
「道
成
寺
」
、
２
０
１
３
年
「石
橋

（赤
獅
子
ご
を
披
く
。
２
０
１
３
年
重
要
無
形
文
化
財
総

合
指
定
。

佐

々
木

　

多

門

（
中
）

能
楽
シ
テ
方
喜
多
流
職
分
。
能
楽
協
会
会
員
。
東
京
在
住
。

１
９
７
２
年
生
。
喜
多
流
職
分
佐
々
木
宗
生
の
長
男
。
３

歳
の
と
き
「鞍
馬
天
狗
」
の
花
見
役
に
て
初
舞
台
。
喜
多
流

宗
家
内
弟
子
を
経
て
現
在
、喜
多
流
職
分
塩
津
哲
生
に
師

事
。
ゆ
か
り

の
あ
る
平
泉

・
中
尊
寺
能
舞
台

に
て
、

２
０
０
１
年
「狸
々
乱
」
、
２
０
０
８
年
「道
成
寺
」
、
第

一

回
燦
ノ
会
に
於
い
て
「
石
橋
」
を
披
く
。
２
０
１
３
年
重
要

無
形
文
化
財
総
合
指
定
。

友

枝

　

真

也

（左

）

能
楽
シ
テ
方
喜
多
流
職
分
。
能
楽
協
会
会
員
。
東
京
在
住
。

１
９
６
９
年
東
京
生
。
喜
多
流
職
分
故
友
枝
喜
久
夫
の

孫
。
３
歳
の
と
き
仕
舞
「
月
宮
殿
」
に
て
初
舞
台
。
喜
多
流

‐５
世
宗
家
故
喜
多
実
に
入
門
。喜
多
流
宗
家
内
弟
子
を
経

て
現
在
、
友
枝
昭
世
、
塩
津
哲
生
に
師
事
。
２
０
０
４
年

「狸
々
乱
」
２
０
０
８
年
「道
成
寺
」
２
０
１
１
年
「
石
橋
（赤

獅
子
こ
を
披
く
。
２
０
１
３
年
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指

定
。

お知らせ
切符のご購入、ならびに公演のお問合せはホームページから、またはお電話で喜多能楽堂までお願いいたしま丸 ●燦ノ会ホームページ http.|| wヽ.sannokd.neプ

予約開始 2016年 8月 8

チケットのご案内

S席  6,000円

A席  4,000円

B席  3,000円
三階自由席 2,000円
※病気その他やむをえない事情で

出演者が変更になることがあります。
※許可なき撮影、録音はお断りいたします。
上演の妨げになる携帯電話、
アラーム付時計などの電源はお切りください。
※公演中止の場合を除き、
ご購入後のチケットの払い戻し、

変更、再発行はいたしません。

日(月)午前 10時～
お申込み ・お問合せ

公益財団法人 十四世六千人記念財団

十四せ喜多六千人記念能楽堂
〒141-0021東京都品川区上大崎4-6-9
TEL:03-3491-8813

交通案内
」R線 。東急目黒線・都営三田線。東京メトロ南北線ともに
目黒駅より徒歩7分

    i    1  1

※当能楽堂は駐車場施設がむざいませんので「
お車でのご来場はご遠慮願います。

一̈饂饂藝《一｝一饂饂螂
能葵 上  が  真也能歌占 大島輝久予告第 10回 燦 ノ会 20146月3日(土)午後2時開演


